












































































































































日時： 2007 年 1 月 26 日（金） 13:30 ~ 15:30 
































































































































































































































2 年生では「官話指南J を、 3 年になって「談論
新編」を、いずれも同文書院とは関係のない別の
教科書を使った。二集は大正 13年に 2 年生22期
生から使用、三集、四集は昭和 8 年に出版されま




清末から民国 7 年（大正 7 年）に注音字母が制定
されるまで、その後もかなり後になるまで使いま






























































































をご説明します。 2’左の「声音寺字母表」は「 b 、 p 、
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乙在. ＇青逃 1 甲官去就足音F




































































































































































































































































他の大学でも使用できるように、 l 年次、 2 年次









































































初集は 1 年次で終わったと思、います。 1 週 3 回
( 3 時限）です。 2 年次は二集を使いました。
愛大中文会話教科書は昭和40年以降使用しま
した。これは他大学でも使用されることを前提
にした内容量で、週 3 回（ 3 時限）で、 1 年次、

































































編で、陸軍の使った用紙にガリ版刷りの l 、 2
枚、授業の際に手渡されたプリントを使いまし
た。授業のないときは上級生の下宿に行き華語
翠編を教えてもらいました。それが念書ですね。
そんなものが今でも残っておりますか。
A 私が入学した昭和26年には、製本されたも
のがすでにできておりました。これは豊橋プリ
ント社で油印されたものです。昭和24年の新
制大学以降は学生数も増え、中国語履修者も一
定数が毎年確保されましたので、外部に発注し
て作ったと思います。それ以前は鈴木先生の手
書きのプリントだったのでしょうか。現物は見
ておりません日
司会 それでは以上をもちまして講演会を終了し
たいと存じます。
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